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幸せはどこに？（ヨハネ3:1-5）
　皆さん、今幸せですか。それとも悲しいでしょうか。もし幸せなら、なぜ幸せだと言えるのでしょうか。そうでなければ、なにが理由で「そうでない」と嘆くのでしょうか。病気だから、今幸せではないでしょうか。治らない病気なので余計不幸なのでしょうか。そうならば元気を取り戻して健康になれば幸せになると思っているのでしょうか。また、あまりに貧しいから幸せではないと思っているのでしょうか。そうならば宝くじに当たって金持ちになれば幸せになると、もしかして信じていらっしゃるのではないでしょうか。そうなれば幸せになるのでしょうか。世の中ではそのように単純に思っています。しかし、そのとおりになりません。でもクリスチャンの私たちはその部分に対して徹底的に「そうでない、違う」という答えを持っていないといけません。それは日曜日の講壇で語られるメッセージのときはそうでも、実際は「そうではない」といつもそのようなパターンなので、クリスチャンになって何年経っていても変わりません。皆さんはとても尊い存在です。皆さんひとりによって地域が、この国が変わることができるほどの宝を持っている聖徒です。それにもかかわらず、なにが幸せなのか、どうすれば幸せになるのかに対して世の中の人と同じ感考え方、同じ基準を持っているがゆえに、なかなかその宝が表に露わになって開花しないでいるということを覚えていただきたいと思います。その結果、クリスチャンが現実の中では現場において、ものすごく無力です。それは環境が厳しいから、自分が弱いからではありません。自分自身クリスチャンがどんなに祝福の存在なのかがいまだにわかっていないからです。そう思えないように邪魔する様々な要因があります。先ほども申し上げましたように病気によって、経済の事情などによって、自分が本当に祝福の者だということを忘れたり、あるいは隠れて見えなくなったり、そこに問題があるということです。しかし、私たちが思っているように、今幸せではないという理由が改善されれば幸せになるということは勘違いです。その代表的なケースが今日お読みしました聖書に出てくるニコデモという人です。そこをぜひ神様の恵みによって変えていただきたいと思います。ニコデモは私たちが「そうなれば幸せになるだろう」と思っているすべてを全部抱え、所有しているものです。聖書を見るとパリサイ人であって、ユダヤ人であり、また指導者であると書いてあります。しかし、このニコデモは幸せではなかったので、そういったものでは幸せが得られなかったので、夜こっそりと人の目を避けて、当時、イエス様の方に行きますとものすごく危なく危険でした。それにもかかわらず、それを覚悟の上であまりにも幸せではなかったし立場もあるから、末端の人のように「私は不幸です。どうすればよいですか」と表に現すこともできない立場でした。それでこっそりとイエス様を訪ねて会話をしている場面です。つまり、皆さんぜひ覚えていただいて、神の恵みが注がれることを祈りたいのですが、私たちが期待して求めているどこにも幸せはありません。
これがまず第1です。ある人は「学歴がないから私はこうでしょう。もし学歴があれば、もう少し人並みに勉強すれば、人よりもうちょっと学識があって勉強できれば良くなるだろう。人生幸せになるだろう」と思います。また、愛情が欠如してあまり愛情を受けたことがないまま育ったものは「愛情たっぷり注がれるようになり、受けるようになればそこに幸せがあるだろう」と皆思います。別に愛情が悪いというわけではありません。でも、皆さんはそのような経験がないからまだ分かっていないかもしれませんが、愛情たっぷりの人でもうつがあったり、心の中に穴が空いていて埋められません。信じられないでしょう。お金がなくて困って大変な思いをしている者は金持ちになればこの不幸が無くなり幸せになると思っています。だから、神社などに行きますと皆そのような願いばかりです。でも、金持ちが幸せだったでしょうか。皆さん見たことないでしょう。金が悪いわけではありません。でも、これは本当に徹底的に目を覚まして見ていただきたいと思います。金持ちにも幸せはありません。自分で「金があるから幸せだろう。幸せにならなきゃ」と思うだけであって、そのようなふりをしているだけであって幸せではありません。病気の人は大変だと思います。だからといって、健康になれば幸せになるだろうと思うのは勘違いです。健康な人は幸せだったでしょうか。ある人は「逆に病気の方があの人はましだね」と思うような人がたくさんいます。元気だから悪いこともいっぱいあります。でも、不思議なことにいろいろな条件が欠けている場合にそれが逆になればと皆思って、そこで幸せを求めています。そうすると、いつまでたっても人生終わるときまで本当の幸せとは接することがないまま空回りの人生になるしかありません。その代表的な実例がニコデモです。それで私たちの心の中でこの神様の、聖書のメッセージをしっかりと留めていないといけません。世界中、宇宙のどこに行っても目に見えるもの、見えないもの関係なく、どこに行っても幸せはありません。ある人は宗教を持てば、宗教を熱心に頑張れば幸せになるだろうと思うのですが、宗教にのめり込んでいる人が幸せだと思いますか。そこに幸せはありません。誠意を持って一生懸命、まじめに頑張れば、まじめではない怠け者などは自分でそのようにはなれないでしょうが、まじめな人間、一生懸命、頑張る人間はよくなるだろう、幸せだろうと思います。別に真面目に頑張ることが悪いわけではありません。でも、一生懸命、頑張るから、努力するからといってそこに幸せがあったでしょうか。これは「努力は止めなさい」という幼稚な話ではありません。でも、それと幸せとは直接関係ありません。なぜクリスチャンなのに、クリスチャンだけにこれが聞こえてきて聞き取れて理解できるようになっているのに、クリスチャンがなぜ毎週、礼拝を捧げながらこのメッセージだけは聞こえてこないのでしょうか。皆さんがそれほど求めて、それがないから切ない思いで暴れている、そこに幸せはありません。「社会的な地位がなく下っ端な人間なので無視され差別されることによって幸せではない。だから、社会的な地位がある程度ある者は私とは違ってだいぶ幸せだろう」と思うのですが、地位に就くというのは悪くありません。けれども、勘違いです。そうならばニコデモは幸せの上の幸せだったでしょう。そこに幸せはありません。政治家に幸せがあることを見たことがありますか。地位にあるものに幸せがあるということを見たことがありますか。それは持っていないもののただの勘違いに過ぎないものであって、持っているから幸せということではありません。それにぜひ目覚めていただきたいと思います。今申し上げました金や学歴、愛情、宗教、熱心、社会的地位などは必要ではないというお話ではありません。あれば便利で良いものです。そして、それが悪いわけでもありません。とても素敵なものに違いありません。しかし、問題はそれが幸せの材料、幸せの理由にはならないということをぜひ覚えていてください。クリスチャンでありながらも、いまだにその勘違いを持っているので、それによって悲しんだり不幸だ、幸せだと計ってしまったり振り回されることがあるのではないでしょうか。それが奴隷になるということです。クリスチャンはそうする必要がありません。そのような考え方、縛りから自由にならないといけません。自由になっている存在です。ぜひ気づいていただきたいと思います。このすべてを所有しているようなニコデモという人間に幸せはありません。それでイエス様の方に訪ねて来て、その答えが分からないしどこにも聞くところもありません。自分がトップなので、自分が今、世的にはサミットなのでどこかで質問したり求めたりする立場でもないので二重三重苦しいと思います。それでイエス様の方にこっそりと訪ねて来て聞きたいのです。その幸せを手に入れたい、その答えを得たいという気持ちで、まず挨拶代りに「イエス様。あなたは神の元から来られた教師でしょう」と言っていました。偉い人こそ、なにか持っているものこそ、先進国こそ、いつも礼儀正しく本題に入る前の序論が長いです。いつも遠回りです。皆幼稚な人間、小さい子ども、開発途上国の人はダイレクトに焦っていて、この人も結構な偉い人なので遠回しにして「イエス様。あなたは神の元から来られた。本当は私は宗教的にものすごく熱心なパリサイ人で聖書の教師です」指導者の立場、社会的な地位があり、そうするためには背景も経済の面、学歴の面においても、すぐ兼ね備えているような人だったでしょう。「それにもかかわらず私には幸せがありません。なぜでしょうか」と聞きたいのに、まずは挨拶代わりにこうしています。このような人が今の私たちの周りにもたくさんいることを覚えてください。皆、外見を見て「あの人には近づけないな。あの人はよいだろう」と思うのは負けです。私たちクリスチャンはそのように思ってはいけません。自信を持ってプライドを持たないといけません。それは高慢とはまったく違います。「かわいそうだ。あの人も今あれに勘違いして幸せを求めていたのに、今幸せがなくてニコデモのように切ない思いで、穴が空いているような思いでさまよっているだろうな」と見ないといけません。そのニコデモに対してイエス様がおっしゃいました。「ああそうなのか。訪ねて来られてありがとうございます」という暇もありません。イエス様はダイレクトに「今ぐずぐずなにをしているのか。人生を持って語るときに序論、遠回しなどいるのか」とダイレクトにおっしゃっています。3節を見ると「まことに、まことに、あなたに告げます。人は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません」とあります。このニコデモは聖書の教師でありながらも、あとのイエス様との会話の内容を見ると、教師でありながらも一度もこれを聞いたことがありません。聖書の答えはいつもそうです。私たちが世の中でどんな経験をし、どれほど知識が豊富な人間であってもそれでは当てはまらない、聞いたこともない天の神様の奥義です。「人は新しく生まれない限り神の国を見ることができない。あまたは新しく生まれていないから神の国を見ることができない。神の国に入っていないので、今聖書の教師をしていてユダヤ人として生まれたにもかかわらず、関係なく、あなたは神様とは関係ない人間なのだ。あなたは神の国に入っていない。神の祝福とはもう関係ない、無縁の存在なのだ。だから、世の中にあるすべての良いもの、素晴らしいものを手に入れていてもあなたは幸せになることはできなかったのです」と答えを与えていらっしゃるのです。

つまり、宇宙の、地球のどこに行ってもそこに幸せはないのでしょうか。それはそういったものでは解決できない大きな問題を人間は抱えているからです。イエス様がおっしゃる言葉のとおりに申し上げると、人は新しく生まれない限り幸せにはなりません。そこに幸せはありません。新しく生まれない限り、貧乏な人間が金持ちになっても、病気の人間が健康を回復したとしても、愛情がなかった人が愛情をたっぷり受けたとしても、ものすごくめちゃくちゃな人間であった旦那さんがいきなり優しく変わったとしてもそこに幸せはありません。人が新しく生まれない限りは。新しく生まれるとはどういうことでしょうか。ニコデモはその意味が分かっていないのですが、新しく生まれるというのは二度生まれることですができるのでしょうか。母の胎に入ってまた生まれるのでしょうか。母の胎にもう一度入って、赤ちゃんとして「おぎゃー」と生まれたとしても、それは新しく生まれたことではありません。つまり、新しく生まれるというのはお父さん、お母さんをとおして自然に生まれた自然出生の状態のままではだれであってもだめということです。どこの時代のいつの時代のどこの民族、どんな状況、環境にいる人間であっても、どんな肩書、身分をもって、その身分の差がどうなのかまったく関係なく、自然出生のままの状態では幸せは絶対にありえません。なぜでしょうか。皆赤ちゃんが生まれると苦労しながら生まれましたがその苦労を忘れるほど赤ちゃんがかわいくて喜びます。たぶん、真一もそうだったでしょう。でも、覚えていてください。私たちの目にはそのようにかわいくて、命が誕生したハッピー、歓喜というものがあるかもしれません。しかし、自然出生のままの状態ではその人は一度だけの出生なので、その人は残念ながら赤ちゃんであるにもかかわらず、すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができないままの状態です。すべての人は罪を犯したので罪を犯したままの状態で赤ちゃんもそうです。すべてです。それでものすごくかわいくて目に入れても痛くないほどかわいいのですが覚えていてください。聖書は言っています。自然出生のままの状態では新しく生まれていないというのがどういうことなのかというと、エペソ2章3節に書いてあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた状態です。一度の生まれたということは、肉体的にどう成長し、その人の人生がどっちにどう変わって色がどう変わろうがまったく関係なく、生まれながら神の御怒りが留まっている状態です。なぜ病気の人が健康になっても幸せになれないのか。勉強できないものが、下っ端の人間が上に上りつめたとしてもそこに幸せを得られないのか。覚えていてください。生まれながら神の御怒りを受けるべき状態のままなのです。これが自然出生のままの状態です。皆さんのレベルでどう見て、どのように判断して評価しようが、それは私たちの勝手であって事実はそうではありません。すべての人は罪を犯したので。だから、赤ちゃんが生まれたときクリスチャンは祈ります。「この赤ちゃんも神の契約の、自然出生のままの状態、滅びるしかない状態から解放される、神の救いの恵みが与えられるように」とこの祈りの他には祈ることはないでしょう。でも、ほとんどクリスチャンがそれらをさっぱり忘れてこの子がすくすく育って、元気に育ち、大学にやっていい嫁、旦那さんに会って社会的出世するという絵ばかり描きます。だから、失敗します。それはクリスチャンではありません。クリスチャンはそのような祈りはしません。分かっているから。そのように私たちが願っているそのすべてに幸せがないという結論を持っているものではないでしょうか。そして、新しく生まれない限りはその人はなにがどう変わろうが、ビル・ゲイツのような財閥になろうが関係なく。親に愛されようが無視されようが関係なくその人は罪を犯したままです。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたままの状態です。そして、最後に私たちは信じたくないでしょうが自然出生のままの状態ではあなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者である、悪魔から出たと言われる状態です。だれ一人例外なく、どこになにをなにが幸せにすることができるのでしょうか。一切できません。宇宙の果てまで行って幸せを探してみてください。ありません。地球のコアの方まで行って探してみてください。幸せはありません。どこで求めるのでしょうか。どこに幸せを求めていらっしゃるのでしょうか。子どもでしょうか。旦那さんでしょうか。どこに求めているのでしょうか。皆さんの職業でしょうか。どこに求めているのでしょうか。残念ながらクリスチャンがいまだそのようなところに幸せがあると思っているので、それによっていつも左右されます。いつもフラフラの状態です。クリスチャンとしてのものすごい祝福の人生に一歩踏み出すことができないままいつも序論に留まっている状態です。「先生は病気していないからでしょう」私も病気しています。「先生は下っ端がなにか分かっていないからでしょう」私も食べるものがなくて、お金がなくて食べられないときもありました。私も家族、家庭の事情がものすごくめちゃくちゃで悲しいときもありました。その点で私は不幸だと思っていたのですがそれがすべて勘違いだということが分かっています。今は病気になっても不幸になりません。私のすべてを奪ってでも私の幸せは奪い取ることはできません。なぜクリスチャンがそのような自信が持てないのでしょうか。正しく分かればよいのです。新しく生まれない限りは幸せは人間が求めるどこにでもありません。
それで自然出生のままの状態がなぜこんなにひどい状態なのかというと、それは神から離れている状態だからです。それゆえ結局はなにがどう変わろうが関係なく、地上にいる間にもうすでに滅びる運命の力に捕らわれ生きていくようになります。そして、人生がいつか終わるその日は、人間には一度死ぬことと死後には裁きを受けることが定まっています。そのことに対して裁かれて永遠の地獄に落ちるしかありません。自然出生のままでは。お父さん、お母さんはありがたいでしょうがそのままではだめです。新しく生まれないと、二度生まれないといけません。今申し上げました自然出生のままの状態、これを暗闇の王国に住むと言います。死と罪の原理に捕らわれていると言います。ですから、人間の本当に幸せというものは今ないものが与えられるということではなく、根本的に自然出生、一度生まれたままの状態、つまり、暗闇の国、暗闇の王国に捕らわれている状態から抜け出すことが幸せです。それを神の国に入ると言います。この状態がすべて終わりになってここから抜け出し、どんな今の現実、どのような格好なのか関係ありません。この暗闇の王国から根本的な運命の勢力から抜け出して脱出してどこに行くのかというと、その反対の神の国に入るということです。そのために必要なのが新しく生まれることです。そういう意味で幸せは先ほど申し上げましたところにあるのではなく、新しく生まれること、つまり、神の国に入ること、そこに本当の幸せがあります。神の国に入ること、暗闇の王国から脱出することです。それは新しく生まれるときに可能です。ですから、新しく生まれることこそが人間の本当の幸せであり、そこに幸せがあります。その新しく生まれる道は秘密です。それは道は1本しかありません。その道はなんでしょうか。それがキリストです。キリストは「わたしが道であり真理でありいのちなのです」とおっしゃいました。神様に会うための道キリストはこの暗闇の王国のすべての原因である悪魔の頭を完全に踏み砕いて勝利なさる真の王様であり、キリストというのはこのすべての原因となった罪と罪による呪い、神の御怒りなど完璧に洗い直すことができる真の祭司という意味があります。キリストという言葉以外には世の中は真っ暗で輝くものはそれ一個しかないし、その一個以外に入りません。キリスト以外には答えはありません。キリストが新しく生まれるその唯一の道であり秘密です。新しく生まれない限りは幸せはありません。新しく生まれない限りはその人は暗黒の暗闇の王国に捕らわれているままです。そこから抜け出して神の国に入る、光の国、いのちの国、祝福の国、恵みの国に入るということが幸せです。そのために新しく生まれる道、それがキリストです。だから、キリストこそ幸せです。幸せは宇宙の果てまで行っても見つかりません。キリストに幸せがあるのですから。これを聖書は私たちに教えているし、今もクリスチャンの私たちにも神様は切ない思いで語っていらっしゃいます。幸せはどこにあるのでしょうか。世の中でいつも謳っている謳い文句でしょう。でも答え

はありません。幸せはどこにあるのでしょうか。キリストにあります。キリストこそ新しく生まれて暗闇の王国から抜け出すことができて神の国に入る新しく生まれる唯一の道、鍵、希望です。キリストにすべての視線を集中してください。皆さんの過去現在未来、人生すべてを持って一点だけキリストを見上げてください。そこにのみ幸せがあります。皆さんの熱心にあるわけではありません。皆さんが今給料を貰っている会社に幸せがあるわけではありません。覚えていてください。家族が悪いから不幸だ。家族が良い人は不幸じゃないと思うのですか。とんでもありません。ものすごく温かい家族なのに、むちゃくちゃな家族よりは少し楽かもしれません。でも、そこにも幸せがないというのは歴史的に証明されています。勘違いしないでください。信仰の勝利は勘違いさえしなければいいのです。その勘違いを霊的な問題、刻印と言います。サタンの作品です。皆さんが正しく清く生きれば幸せになるのでしょうか。法律を守ればそこに幸せがあると思いますか。法律を守っていないから不幸でしょうか。これは法律がいらない、守らなくてもよいという意味ではありません。でも、法律をきちんと守って皆さんの中にある定めをしっかり守ったからと言って幸せだったでしょうか。守ることもできないでしょうが、何となく自分勝手に守ったと思っていても幸せでしょうか。嘘をつかないでください。それなのになぜいまだに「何が正しい、こうしなければいけない」というルールをいっぱい持ってそれにしがみついているのでしょう。それは皆さんを破壊していることを知らないでしょうか。どうせそれらには幸せはありません。めちゃくちゃでもいいのでしょうか。しょうがないのではないでしょうか。だから、キリストしか希望はありません。キリストだけに新しく生まれることと、しっかりとルールを守ることとまったく関係ありません。皆さんがどんなに道徳的、律法的にルールを守って正しく清く生きたとしても新しく生まれることとは程遠いし、まったく関係ありません。そのまま滅びます。勘違いしないでください。人生そんなに甘いものではありません。こうすればいい、ああすればいいということはありません。こうしてもだめ、ああしてもだめです。それが人生です。だから、キリストです。新しく生まれない限りはこうする、ああする、こう変わるではなく、新しく生まれることです。親から生まれる自然出生ではなく神から生まれる、二度生まれる、新しく生まれることしかありません。それはキリストです。そして、幸いなことに今にニコデモと会話をしている、2,000年前に世に来られ処女マリヤから生まれ、そして、人間の真の幸せのために十字架にかけられ、よみがえられて今も生きていらっしゃるイエス様がそのキリストです。イエス様こそキリストです。だから、ニコデモの会話の最後におっしゃっています。神は実にひとり子をお与えになったほど世を愛された。それは御子を信じる者がひとりとして滅びることなく永遠のいのちを持つためであると。つまり、新しく生まれることが幸せですが、キリストがその道でイエスがそのキリストなので幸せはイエスにあります。イエス様を信じて受け入れること、それこそが幸せです。その瞬間、イエス・キリストを信じたその瞬間、神から離れて絶対に戻ることができない悪魔の手に捕らわれていてどうしようもない運命の力に捕らわれていた人が、その暗闇の王国から完全に抜け出し、聖霊をとおしてその人の中に神様が訪れてくるようになります。それでその人は神様と一体化され神様と一緒になります。神様と出会うようになります。それが新しく生まれるということです。その瞬間、その人の外見や肉体的なレベルがそのままであっても、その人は完全に昔の人生は死んで二度生まれるようになります。生まれるというのはなにもなかったということです。一度生まれた自然出生のすべての不幸は全部葬られて無くなり死んでしまい新しく生まれます。形がそのままであっても誤解しないようにしましょう。イエスを救い主として信じて受け入れたというのはどういうことなのかというと、今までの滅びるしかない人生が終わり、その人生が死んでしまって神から新しく生まれることです。

水と御霊によって新しく生まれるとおっしゃっています。その水というのはバプテスマを受けることを意味します。バプテスマはだれがいつ受けるのでしょうか。イエス・キリストのお話を聞いて「イエス様がキリストです」と告白したときに授けるものです。つまり、イエス・キリストによって新しく生まれる、イエス・キリストを信じると聖霊がその人に臨まれるようになります。キリストは聖霊が臨まれる道です。イエス・キリストは永遠のいのちが与えられる道です。それ以外には幸せはありません。新しく生まれる道、キリスト。イエスがそのキリストです。だから、何も要求せず、何も問わないでひとつだけです。このキリストとして来られたイエスをそのまま信じて受け入れなさい。だれでもイエスを信じれば、だれでもイエスの名を呼ぶ者は救われます。滅びることなく永遠のいのちを持つようになります。イエス・キリストを受け入れただけでどのような過去、不幸な人生であってもまったく関係なく、暗闇の王国、今までの人生、不幸な人生から完全に抜け出して解放されるようになり、神様が聖霊をとおして永遠にともにおられその神様がその人の人生を導き責任を持ってガイドし神の力を現して、いつ死んでも天国に迎え入れられるようにしっかりと保証されるようになります。いつでしょうか。イエスを信じたその瞬間です。つまり、イエス様がキリストであるがゆえにイエス様を信じることがすべてです。そこにこそ幸せがあり、それ以外は幸せとは関係ありません。覚えていてください。遅く来られた方のためにもう一度言いますが、それ以外のものは要らないという意味ではありません。必要であれば便利で楽です。それと幸せとは関係ないということを覚えていてください。しかし、クリスチャンの私たちでさえそれが幸せだと、その条件が変わることが幸せだと、それが変わらないから歯がゆい思いで悲しい思いをし、それを手に入れるためにアップアップしているのではないでしょうか。祈りの課題が全部そうでしょう。悲しいことです。そこを早く終わりにしましょう。整理します。幸せは宇宙のどこにもありません。新しく生まれるところに、神の国に入ることに幸せがあり、その道がキリストであり、キリストによって聖霊がその人の中に臨まれるようになります。これが幸せです。これが神の国です。だから、イエスを信じる者は天国がその人の中に臨まれるようになります。心の貧しいものは幸いです。天の御国がその人のものだからです。そして、そのキリストこそがイエス様です。イエスがキリストなので、このイエスをキリストとして信じて受け入れることが幸せであり、そこにのみ幸せがあります。他のことで混乱する必要はありません。他は幸せとは一切関係ないので、それによって左右されることがないようにしてください。子どもがおかしいでしょうか。旦那さんが気に入らないでしょうか。お金があまりないでしょうか。健康ではないでしょうか。できるだけ改善されることを祈りたいと思います。しかし、覚えていてください。それは私の幸せ、不幸とは関係ありません。私はイエスを信じて受け入れたでしょう。そうならば、考え直してみてください。そこから奇跡のスタートが始まります。皆さんは奇跡の主人公です。これから皆さんの人生には奇跡が用意されています。ただこの基準が変わらないから。

結論を申し上げましょう。今日のメッセージを握って、自分自身に問いかけてみてください。自分の幸せの基準はなんなのか素直に問いましょう。だれもアンケートなど取らないから、神の前で自分自身に聞いてみてください。自分は幸せの基準はなんなのか、何のために幸せではないと思っているのか素直に聞いてみて、そこを修正しましょう。それで、イエス・キリストの他のもので幸せを天秤にはかるようなことを止めてください。それによって自分の幸せが左右されるようなことはもう御免だと宣言してください。ここがスタートです。それから、そこから自由になってイエス様を本当に道であるキリストとして。新しく生まれる、神の国に入るいのちとしてイエス・キリストを信じて受け入れたのでしょうか。そうならば皆さんの外見や今の状況がどうであろうと関係なく、自分は永遠に変わらない真の幸せを手に入れている幸福者であることを確認し、それを常に宣言するようにしてください。それがないと一生懸命仕事をし、恋をしても全部ハズレになります。なぜそんな愚かなことをするのでしょうか。まず宣言してください。
それから、皆さんはイエスさまを信じたことによって新しく生まれて神の国に入っているものだと確認し、それを自分自身、自分の人生に向かって宣言してください。それを祈りと言います。ぜひやってください。新しく生まれたというのはどういうことでしょうか。内容を少しでも考えて黙想し宣言してください。「なるほど、こんなに弱さがあり、こんなに失敗があり、こんなに問題がいっぱいあるにもかかわらず、私の人生の不幸、問題はすべて終わったものなのだね。聖霊が内住している最高に幸せなものなのだね。私はもう保証されて滅びることができないし、天国のことが保証されているし、今もお祈りをすれば神の力が現れる存在なのだね」それが新しく生まれたということです。聖霊が宿っているというのはそういうことです。それを宣言してください。そこまで宣言すればよいでしょうか。皆さんが一度でできなくてもずっと繰り返してやってください。これしかありません。これをとおらない限り他のことがうまくいったとしても、それはうまくいったことではありません。必ず後悔しますので私の言うとおりにしてください。今までのいろいろな人生の経歴などによって時間差というものは人それぞれあります。ただ道はこれしかありません。これをずっと幸福者、新しく生まれて聖霊が内住しているものであることを確認し宣言しつつ、なにがどうなるから幸せではなく、もうすでに幸せなものなのだとずっと黙想し宣言しこの結論にたどり着くまでやってください。私は何も気にすることはありません。気にすることがなにも起こっていないということではありません。いろいろなことがあるにもかかわらず、何も気にしなくてもいいのです。オンリー気にすべきことはひとつだけです。聖霊が臨まれると力を受けて、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人になるのだと、これが自分のものとしてしっかりと握られるときまで確認し宣言し続けてください。なにがどうであろうが関係ありません。私はこれが私のものになっています。教会が小さいか、皆さんが先生の言うことをきちんと聞いてハッピーなのかどうか関係なく、オンリー聖霊が臨まれると私はエルサレムから地の果てにまでイエスの証人となるものだと確信しています。そして、これが自分のものであると確信が来るまで黙想することが信仰生活です。それなくして、どんなに皆さんの頭を回して計算しても全部ハズレです。世の中の宝くじやがりがり君のアイスはいつもハズレです。コンビニに行って3000円以上買い物をするとくじ引きができるときがありますがいつもハズレです。そんなものはいくらでもかまいません。でもこれはハズレになってはいけません。これをとおらないとハズレです。クリスチャンの特権です。今弱い人も何か問題を抱えている人も、なにかうまくいかない人もうまくいっている人もいろいろいるでしょう、関係ありません。イエスがキリストでしょうか。そうならば皆さんは暗闇の王国から解放され神の国の祝福のもの、幸せな存在です。新しく生まれています。聖霊が内住していらっしゃいます。それがどういう意味なのかじっくり考えて、そこでハッピーにならない限りはハズレです。本当です。これは時間の無駄ではありません。他のことを犠牲にしてもこれは通らないといけません。それで使徒の働き1章8節が自分の約束として思えるときまで黙想してください。

そうすると、それを握って実践するところに行くでしょう。それだけです。その実践とは何でしょうか。聖霊が臨まれると自分の力と関係なく力を受けて、最高の祝福、イエスの証人になると言われたとおりになるようにお祈りをすることです。これが実践です。それがオンリーであれば。それだけに集中して聖霊に満たしてください。神の力を与えてください。イエスの証人にならしてください。それを集中して祈ることを実践と言います。それで終わりです。そのあとは神の時刻表と答えに従って進んで行けばそれで結構です。皆さんはそれだけにこだわっても構わない祝福の存在です。それをほとんど肉体的な様々な勘違いの幸せの要素などがそれを知らないように全部隠して皆さんを邪魔しているだけです。それを全部取っ払って「私は幸いなもの。本当に私は幸せなもの。死の影の谷を歩いているときも、刑務所の中にいるときも、満腹のときにもお腹がすいているときにも、貧しいときも富んでいるときも関係なく、私は幸せなものだ。イエスのため新しく生まれたのだから。神の国が私のものだ。幸せだ」と祈りましましょう。感情的についていけなくても信仰をもって黙想してください。あとで普段の感情は相手にならないくらいのものすごい喜びと歓喜があふれるようになります。だれも奪い取ることはできません。首にナイフを刺されてもこの喜びは奪われません。これがクリスチャンです。皆さんはもうすでにそのような幸せを手に入れているはずです。これからそれを確認し宣言し味わっていただきたいと思います。
最終的に申し上げますと幸せはどこにあるのでしょうか。イエス・キリストです。それならばイエスがどこにいらっしゃるのでしょうか。皆さんの内側です。それならば幸せはどこにあるのでしょうか。皆さんの内側です。幸せは遠くにあるものではありません。幸せは身近なところにあります。皆さんの内側に幸せはあります。パウロは言いました。四方八方から苦しめられても窮することはありません。なぜでしょうか。幸せは私の中に、宝であるキリストが私の中にいらっしゃるわけですから。皆さん、「上を向いて歩こう」としないでください。下を向いてもだめです。皆さんの内側に向いてください。内側に向けてください。宝であるキリストが一緒にいらっしゃるのではないでしょうか。そこに幸せがあります。今私にある肉体的なすべてが全部奪われ足が折れても、たとえ旦那さんが死んだり裏切ることがあったとしても関係ありません。私は幸せです。幸せの基準を変えてください。私の中に自分の内側に幸せ、宝があるのにそれをほったらかしにして、ここあっちに、あの人この人にと幸せを求めることをさまようと言います。クリスチャンはさまようことを終わりにしましょう。どこを見てもありません。上を見ても下を見ても東西南北を見てもありません。皆さんの内側にあります。もうすでにあります。いつもそれに目を向けてください。そうすると、その幸せが宇宙、全世界中に散らばっているということが見えてくるようになるでしょう。死の影の谷の中にも幸せがあることが見えてくるようになります。無敵な人間になります。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは神様の恵みによって真の唯一の幸せ、イエス・キリストを信じて受け入れることができました。神の子どもです。もうすでに真の幸せが私たちの内側に与えられ、変わることがない、奪われることもない、いつまでも続く宝でもあるのにもかかわらず、昔、私たちが抱えていた幸せの基準をそのまま持って、それをほったらかしにし、悲しい顔をしてあっちこっち探し回っていたことを悔い改めます。どうか許してください。イエスが幸せです。イエスを受け入れて内側に持っている自分が幸せです。自分の内側にある幸せを存分に味わい喜んで、使徒の働き1章8節をしっかり握って祈ることができるところまで私たちを導いてください。間違っている勘違いの幸せの基準によって心がさいなまれ悩んで悲しんでいるすべての心をすっきりと洗い流してくださるようにお祈りをします。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン
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